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修士論文の要旨
学位の種類 修 士 氏 名 伊藤 晃
アロマオイルのニオイ刺激による唾液分泌促進効果
-ブラックペッパーオイルとカルダモンオイルの場合-
研 究 目 的
唾液は阻噂 ･嚇下のすべての過程で重要な役割を担っている｡ 臨床では
唾液分泌が少ない患者さんに､唾液腺のマッサージをしたり口腔諸器官の
運動を行わせたりして唾液分泌を促 している｡ しかし､これらの方法は患
者さんの脳機能が良好でないと適応できない｡
本研究ではADLの低下した人にも適応できる､ニオイ刺激に注目した｡
そしてアロマセラピーの分野で経験的に唾液分泌を促すとされているブラ
Iy'クペッパーオイル (BlackPepperOil､以下BPOと略す)とカルダモン
オイル (CardamonOil､以下COと略す)を選択し､ニオイ刺激による唾
液分泌量の変化を定量的に調べることを目的とした｡
対象 ･方法
被験者はアレルギー､口腔乾燥症状､喚覚障害等がない健康な成人男女
43名 (男性 18名､女性 25名､平均年齢±標準偏差-21.8±1.2歳)とし
た｡被験者には測定前 30分間の飲食や歯口清掃を禁 じ､午後 1時～4時の
時間帯に実験を行った｡本研究は新潟リハビリテーション大学院大学倫理
委員会の承認を得て実施 した｡
ニオイ試料 として BPO､CO を､無臭対照試料 としてホホバオイル
(JojobaOil､以下JOと略す)を用いた｡各試料はムエツトの先端 40mm
の範囲に0.15m1滴下した｡それを被験者の鼻孔から30mmの位置に保持
し1回につき 30秒､通常の呼吸でニオイを暁がせた｡実験前にニオイの
種類は教えなかった｡
安静時とニオイ刺激時の唾液分泌量を通法どおりワッテ法で測定した｡
各測定項目で30秒間×4回ずつ測定し､その平均値を唾液分泌量測定値と
3
実験 Ⅰ:BPO刺激による唾液分泌量の変化
BPO刺激による唾液分泌量の変化を調べるため､安静時､JO刺激時の
唾液分泌量を合わせて測定し比較した｡
対象は成人男女 32名 (21.6±1.3歳)とし､男女がほぼ同率になるよう､
層化無作為割 り付けによりA群 (男性 7名､女性 9名)､B群 (男性 8名､
女性 8名)に分け､各群で刺激順序を変えて実施 した｡
実験Ⅱ :BPO刺激とCO刺激による唾液分泌量の比較
BPO刺激とCO刺激による唾液分泌量を比較検討 した｡
対象は成人男女 27名 (22.3±1.3歳)とした｡実験 Ⅰと同様にA群 (男
性6名､女性 8名)､B群 (男性 6名､女性 7名)に分け､各群で刺激順序
を変えて実施した｡
結果
実験 Ⅰ:BPO刺激による唾液分泌量の変化
唾液分泌量 (平均値±標準誤差)は､安静時 :0.111±0.014(g)､BPO
刺激時 :0.164±0.021(g)､JO刺激時 :0.118±0.018(g)であった｡安
静時と BPO刺激時の唾液分泌量の比較では､BPO刺激時が有意に多く
(p<0.0001)､BPO刺激時とJO刺激時でも､BPO刺激時が有意に多かっ
ら
た (p<0.01)｡ 安静時とJO刺激時の比較では有意差は見られなかった｡
A群とB群間あるいは男性群と女性群間の唾液分泌量に有意差はなかっ
た｡
実験Ⅱ :BPO刺激 とCO刺激による唾液分泌量の比較
唾液分泌量 (平均値±標準誤差)は､安静時 :0.130±0.020(g)､BPO
刺激時 :0.175±0.026(g)､CO刺激時 :0.182±0.026(g)であった｡安
静時と BPO刺激時の唾液分泌量の比較では､BPO刺激時が有意に多く
(p<0.01)､安静時と CO刺激時でも､CO刺激時が有意に多かった
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(p<0.01)｡BPO刺激時とCO刺激時の比較では有意差は見られなかった｡
A群とB群間あるいは男性群と女性群間の唾液分泌量に有意差はなかっ
た｡
考察
1.ニオイ刺激として用いたBPOの特性
BPOのニオイには､嚇下改善､重心動揺安定､食欲増進等の効果がある
と報告されている｡ 本研究によりBPOには唾液分泌促進効果があること
も明らかになり､この要因も嚇下改善につながる可能性が考えられた0
嚇下改善効果については､嚇下に関わる脳部位の血流の増加､嚇下反射
の潜時の短縮､不随意嚇下回数の増加､血清 SubstanceP(以下 SPと略
す)の増加について報告がある｡ SPには唾液分泌促進効果もあるので､本
研究で明らかになった BPOによる唾液分泌促進の機序を考える上で､血
清SP濃度との関連についても今後検討が必要である｡
2.ニオイ刺激 として用いたCOの特性
本研究では CO刺激時とBPO刺激時の唾液分泌促進効果は同レベルで
あった｡
coを経口摂取すると､持続的に脳血流量が増加することが報告されて
いる｡ COのニオイ刺激が嚇下に与える効果については報告されていない
が､BPOと同様の機序､すなわち脳の血流増加や唾液分泌増加作用により､
嚇下を改善させる可能性があるかもしれない｡
3.ニオイ刺激の提示方法 ･時間
本研究では ｢ニオイ紙法｣に準じてニオイを提示したので､提示方法は
適切であり得られた結果は妥当性があると考えられる｡
予備実験で､唾液分泌促進効果はニオイ刺激の間にのみ得られることを
観察していたため､ニオイ刺激 と唾液分泌量測定を同時に行 うこととし､
ワッテ法による唾液の採取時間に合わせて､1回のニオイ刺激は 30秒と
した｡また本研究は100%のアロマオイルを用いたため､被験者の安全性
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を考慮し刺激は短時間にとどめた｡
4.ニオイ刺激の提示順の影響
実験 Ⅰ､Ⅱともに被験者を2群に分け､各群において2種類のニオイの
提示順を逆にしたが､提示順による影響はなかった｡
喚覚は疲労しやすく同じニオイを喚ぎ続けると数分のうちに感度が著し
く低下する｡ このことは､先に喚いだニオイの影響を排除するのに､本研
究では 10分で十分だったということの裏付けとなる｡
5.安静時およびニオイ刺激時の唾液分泌量の性差
若い成人を被験者とした本研究では､安静時もニオイ刺激時も唾液分泌
量に性差はなかった｡
ニオイ刺激時の唾液分泌量の性差については､女性ではラベンダーが､
男性ではレモンが唾液分泌を促すという報告がある｡ またニオイの種類に
よっても生理学的な効果の違いに性差があるといわれている｡
本研究の結果から､BPOやCOは健康な若い人であれば性別に関係なく､
唾液分泌を増加 させることが示唆された｡今後､異なる年代の人でも性別
に関係なく同様の効果が得られるのか調べる必要がある｡
6.自律神経を介した唾液分泌の調節
ラベンダーのニオイ刺激は主として自律神経-の作用を介 して､レモン
は自律神経-の作用を介すのみでなく､喚覚-の刺激や条件反射を介して
唾液分泌を促す可能性が示唆されている｡
本研究では自律神経活動の記録は行わなかったので､自律神経による調
節がどの程度関与しているかは不明である｡ 今後､ニオイ刺激時の自律神
経活動の変化も記録 し､唾液分泌増加の機序を検証していく必要がある｡
7.唾液分泌に対する認知的要因
経験に基づく条件反射によっても唾液が分泌される｡BPOや COは香辛
料であるため､食事場面の想像により唾液が分泌された可能性もある｡
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また個々のニオイ刺激に対して各被験者が受ける印象も唾液分泌に影響
するので､本研究では実験前にニオイの種類を教えなかった｡一方､実験
前に被験者に ｢ニオイをかいでもらい唾液分泌量を観察します｣という説
明をしたことから､ニオイで唾液分泌量が変化するという先入観を与え､
それが唾液分泌にも影響する可能性があった｡そこで､その影響を確認す
る目的で､無臭の JOを対照刺激として行ったところ､安静時とJO刺激
時の唾液分泌量に有意差はなかった｡よって先入観で唾液分泌量が変化し
た可能性は小さいと考えられる｡
8.今後の展望
本研究は健常者での実験であり結果を直ちに臨床応用することはできな
いが､基礎データの提供としては有用であると思われる｡ 唾液分泌量は少
ないが統計的な有意差は生じる程度に増加 した｡この程度の増加量が岨,i
噂 ･嚇下や口腔乾燥感の改善に､いかに役立っかは詳細に検討 していく必
要がある｡ また刺激時間や頻度を変えて唾液分泌量を増やすことが可能か
についても検討していく必要がある｡
結論
健常成人に対し､BPOとCOのニオイを短時間暁がせて唾液分泌量の変
化を調べた｡その結果､以下の結論を得た｡
1.BPOのニオイ刺激により唾液分泌量が増加することが定量的に確認で
きた｡
2.COのニオイ刺激により唾液分泌量が増加することが定量的に確認でき
た｡
/
3.BPO刺激時とCO刺激時の唾液分泌増加量には有意差がなく､BPOと
COの唾液分泌促進効果は同レベルであった｡
4.BPOとCOのニオイ刺激による唾液分泌増加量に性差はなかった｡
今後さらに研究を進め､種々のニオイ刺激による唾液分泌調節作用の効
果や特徴､要因等の詳細を明らかにしていき､新しいリハビリテーション
法の開発や人々の生活の質の向上に繋げていくことは有益であると考えら
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緒言
唾液は､味覚の発現や消化に関与するのみならず､口腔諸器官の運動を円滑
にし､食塊形成を補助するなど､岨噂から嚇下のすべての過程において重要な
役割を担っている｡ 唾液分泌量が低下すると阻噂 ･嚇下がうまく行われなくな
るばかりでなく､唾液による自浄作用の低下から誤喋時に多量の細菌が肺に入
ることで重篤な誤嚇性肺炎を招く可能性も生じる ト3)｡このため､臨床では唾液
分泌が少ない患者さんに対して､唾液腺 4)や口腔粘膜 5)のマッサージをしたり､
舌 ･顎 ･口唇の運動 6)を行わせたりして､唾液分泌を促 している｡ しかし､こ
れらの方法が適用できるのは､患者さんの意識レベルや ADLが比較的良好で､
自発運動が可能な場合がほとんどである｡
一方､アロマオイルを使用 し心身-の様々な効果を期待して行 うアロマテラ
ピーが､近年注目されつつある｡ アロマオイルが心身に働きかける経路には､
ニオイ刺激が鼻腔から入る経路と皮膚や粘膜を通して血流に乗 り体内に入る経
路とがある｡ そのうち､前者はアロマオイルのニオイを喚ぐという簡便な方法
で作用するものである｡ この方法は一般に適用する人たちの身体的 ･精神的状
態に依存せず､かつ非侵襲的に実施できるので､高齢者や身体機能の衰えた人
たち等にも広く適応可能である｡ ニオイ刺激は喚神経を介 して直接喚脳に情報
が伝達されるため､脳を活性化させる 7-10)のに､より効果的な刺激である｡ ま
た､ニオイの情報は､視床下部 ･視交叉上核の自律神経制御ニューロンに伝え
られ､末梢の臓器 ･組織に投射する自律神経活動も変化させると考えられてい
る｡
アロマオイルの代表的な適用例として､ラベンダーオイルを用いると鎮静作
用 7)が得られることが知られている｡ また､唾液分泌促進作用を持っものとし
て､ブラックペッパーオイル (BlackPepperOil,以下BPOと略す)ll)やカ
ルダモンオイル (CardamonOil,以下COと略す)12)が知られているが､実
際に唾液分泌量の変化を定量的に解析 した報告は存在 しない｡一般に､アロマ
オイルの効能については民間療法をベースに経験的に知られているものがほと
んどで､科学的に根拠が解明されているものは少ない｡
本研究では､唾液分泌促進効果があると言われているBPOとCOを用い､そ
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れ らのニオイ刺激による唾液分泌促進効果を定量的に調べることを目的に実験
を行った｡特にBPOについては､島皮質を活性化 し嚇下反射の潜時を短縮する
ことなどがすでに明らかになっていて､BPOのアロマパッチが嚇下リハビリテ
ーションの臨床に応用されている 11､13-14)｡アロマオイルのニオイ刺激は､指
示に従った り開口したりする土とが困難な患者 さんにも容易に適応できるとい
う利点があり､BPOやCOが唾液分泌に及ぼす効果が科学的に解明されば､口
腔治療の場に新 しい手法で応用していくことも可能であると考えられる｡
なお､本研究においては､良い ｢匂い｣､悪い ｢臭い｣等､ニオイ全般を意味
する用語 として､カタカナで ｢ニオイ｣と表記することにした｡
対象
被験者候補は既往歴に唾液腺疾患､シェーグレン症候群などによる口腔乾燥
症状がなく､かつ異喚症や喚覚障害さらにアレルギー疾患を有 していない健康
な成人男女50名 とした｡被験者候補には､さらに ｢OpenEssence喚覚同定能
力研究用カー ドキット｣(和光純薬工業株式会社製)を用いたスクリーニング検
査 15)を実施 し､喚覚同定能力 ｢正常｣の判定基準である ｢正当数 8以上｣とな
った 43名 (男性 18名､女性 25名､平均年齢±標準偏差-21.8±1.2歳､)を
研究対象 とした｡
被験者には本研究の内容 と手順を十分に説明し承諾のサインを得た｡なお､
本研究は新潟 リハビリテーション大学院大学倫理委員会の承認を得て実施 した｡
方法
実験は､室温約 24℃に設定された､十分な照明がある､静かな部屋で実施し
た｡実験室内に試料のニオイが拡散するのを防止するため､換気扇を回し､ニ
オイ試料が付着 した物については別室で処理するなどの対応を行った｡
唾液分泌量を測定するに当た り､日内変動 16､17､18)による影響を可及的に排
除するため､午後 1時～4時の時間帯に限定して実験を行った｡被験者には測
定前 30分間の飲食や喫煙､およびブラッシングや洗 口液による歯 口清掃を禁 じ､
問診にて守られていることを確認 した｡すべての実験は開眼しリクライニング
車椅子に座った状態で実施 した｡ リクライニング車椅子の背もたれの角度は､
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実験者がニオイ刺激を行いやすく､かつ口腔内を観察しやすい約 80度に設定し
た｡
1.ニオイ試料
市販されている濃度 100%アロマオイル 3種類を試料として使用した｡ニオ
イ刺激のための試料としてブラックペッパーオイル (BlackPepperOil,以下
BPOと略す)(原産国 :インド､販売元 :ライフウェアショップ私の休 日)､カ
ルダモンオイル (CardamonOil,以下COと略す)(原産国 :グアテマラ､販
売元 :株式会社生活の木)の 2種類を用いた｡また無臭対照試料としてホホバ
オイル (JojobaOil,以下JOと略す)(原産国 :イスラエル､販売元 :ライフ
ウェアショップ私の休 日)を用いた｡
それぞれの試料をスティック状ムエツト(7mmX135mm､ろ紙素材､株式会
社生活の木製)の先端約 40mmの範囲に (図1)､試料ぴん付属の ドロッパーを
用いて3滴 (0.15ml)を滴下した｡そのまま2分留置し､表面上に液体が残ら
ないように十分に染み込ませた｡それを被験者の鼻孔から約 30mmのところに､
鼻孔と平行になるように実験者が保持 した (図 2)｡そして 30秒間普通に呼吸
するように指示しニオイをかいでもらった｡ニオイ刺激を行わないインターバ
ルの間､ニオイ試料を滴下したムエツトは蓋付きシャーレに入れニオイの拡散
を防いだ｡
なお､ニオイの知覚には認知的要因 19)が関与するため､実験前に何のニオイ
を喚いでもらうかは開示しなかった｡そして､あらかじめ体調が良好であるこ
とを確認 してから実験を開始したが､万一実験中に体調変化が生じた際は申し
出ること､耐え難 く不快なニオイであればいっでも実験を中止してよいことも
併せて説明し実施した｡
2.唾液分泌量の測定方法
ニオイ刺激前の安静時およびニオイ刺激時の唾液分泌量をワッテ法 20､21)に
て測定した｡
被験者には測定前に唾液を嚇下させ､さらに口腔底に貯留した唾液を､脱脂
綿を使って自ら拭き取ってもらった｡唾液の拭き取 り方は､あらかじめ実験者
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がそれぞれの被験者に対し指導を行 うことで統一した｡その後､可及的に刺激
を与えないように配慮し､図 3の様に口腔底にロールワッテ (商品名 :ポール
メン⑧Ⅱ､直径 10mmX長さ30mm､株式会社エフスリー製)を留置した｡
ロールワッテの重量測定には電子天秤 (EK-410i､株式会社エー ･アンド･
デイ製)を用い､唾液吸湿後から吸湿前の重量測定値を減算した値を唾液分泌
量とした｡重量は0.01g単位で計測した｡なお､唾液吸湿後のロールワッテは､
唾液蒸発を防ぐために蓋付きシャーレに入れて計測した｡
3.実験手順
1)実験 Ⅰ:BPO刺激による唾液分泌量の変化
BPO刺激による唾液分泌量の変化を調べるため､安静時及び JO (無臭対照
試料)刺激時の唾液分泌量を合わせて測定し比較した｡
対象は成人男女 32名 (男性 15名､女性 17名､平均年齢±標準偏差-21.6
±1.3歳)とした｡男女がほぼ同率になるよう､層化無作為割 り付けによりA群
(男性 7名､女性 9名)､B群 (男性 8名､女性 8名)に分け､各群で刺激順序
を変えて実施した｡
A群は安静時-BPO刺激時-JO刺激時の順で唾液分泌量を計測し､B群は
安静暗-JO刺激時-BPO刺激時の順で計測した｡A群での安静時-BPO刺激
時､B群での安静時-JO刺激時のインターバルは 5分とした｡また A群での
BPO刺激時-JO刺激時､B群でのJO刺激時-BPO刺激時のインターバルは
ニオイの持ち越 し効果 7)を考慮して 10分とした｡
安静時､BPO刺激時､JO刺激時における唾液分泌量は､それぞれの項目で､
5分間のインターバルを設けた上で計 4回測定し､その平均値を唾液分泌量測
定値とした (図4)｡
2)実験Ⅱ:BPO刺激とCO刺激による唾液分泌量の比較
BPOの他に､唾液分泌促進効果がある 12)といわれている COのニオイ刺激
を行い二BPO刺激による唾液分泌量とCO刺激による唾液分泌量を比較検討し
た｡
対象は成人男女 27名 (男性 12名､女性 15名､平均年齢±標準偏差-22.3
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±1.3歳)とした｡男女がほぼ同率になるよう､層化無作為割 り付けによりA群
(男性 6名､女性 8名)､B群 (男性 6名､女性 7名)に分け､各群で刺激順序
を変えて実施 した｡
A群は琴静時-BPO刺激時-CO刺激時の順で唾液分泌量を計測し､B群は
安静暗-CO刺激時-BPO刺激時の順で計測した｡A群での安静時-BPO刺激
時､B群での安静時-CO刺激時のインターバルは 5分とした｡またA群での
BPO刺激時-CO刺激時､B群でのCO刺激時-BPO刺激時のインターバル.は､
ニオイの持ち越 し効果 7)を考慮 して10分とした｡
安静時､BPO刺激時､CO刺激時における唾液分泌量は､それぞれの項目で､
5分間のインターバルを設けた上で計 4回測定し､その平均値を唾液分泌量測
定値とした (図 4)｡
4.解析
統計ソフトはGraphPadPrism5を用いた｡唾液分泌量の変化について実験
Ⅰでは安静時､BPO刺激時､JO刺激時の 3群に分け､実験Ⅱでは安静時､BPO
刺激時､CO刺激時の 3群に分け一元配置分散分析を行った｡また実験 Ⅰ､実験
ⅡでのA群 B群間の唾液分泌量の有意差､男性群女性群における唾液分泌量の
有意差について二元配置分散分析を行った｡なお､5%水準にて有意差ありとし
た｡
結果
･1. 実験 Ⅰ:BPO刺激による唾液分泌量の変化
唾液分泌量 (平均値±標準誤差)は､安静時 :0.111±0.014(g)､BPO刺激
時 :0.164±0.021(g)､JO刺激時 :0.118±0.018(g)であった｡安静時とBPO
刺激時の唾液分泌量の比較では､BPO刺激時が有意に多かった (p<0.0001)(図
5)｡ また BPO刺激時とJO刺激時の唾液分泌量の比較でも､BPO刺激時が有
意に多かった (p<0.01)(図 5) ｡ 安静時とJO刺激時の唾液分泌量の比較では有
意差は見られなかった｡
各刺激におけるA群とB群間の唾液分泌量を比べると､A群は安静時 :0.108
±0.018(g)､BPO刺激時 :0.153±0.025(g)､JO刺激時 :0.112±0.022(g)
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で､B群は安静時 :0.113±0.022(g)､BPO刺激時 :0.175±0.035(g)､JO
刺激時 :0.125±0.029(g)であった｡A群とB群間の唾液分泌量に有意差は認
められなかった (図 6)｡
また､各刺激における男性群と女性群間の唾液分泌量を比べると､男性群は
安静暗 :0.114±0.021(g)､BPO刺激時 :0.160±0.030(g)､JO刺激時 :0.129
±0.029(g)で､女性群は安静時 :0.108±0.020(g)､BPO刺激時 :0.167±
0.030(g)､JO刺激時 :0.109±0.023(g)であった｡男性群と女性群間の唾液
分泌量に有意差は認められなかった (図 7)｡
2.実験Ⅱ :BPO刺激とCO刺激による唾液分泌量の比較
唾液分泌量 (平均値±標準誤差)は､安静時 :0.130±0.020(g)､BPO刺激
時 :0.175±0.026(g)､CO刺激時 :0.182±0.026(g)であった｡安静時とBPO
刺激時の唾液分泌量の比較では､BPO刺激時が有意に多かった (p<0.01)(図
8)｡ また安静時とCO刺激時の唾液分泌量の比較でも､CO刺激時が有意に多
かった (p<0.01)(図8)｡ BPO刺激時とCO刺激時の唾液分泌量の比較では有
意差は見られなかった｡
各刺激におけるA群とB群間の唾液分泌量を比べると､A群は安静時:0.127
±0.026(g)､BPO刺激時 :･0.176±0.031(g)､CO刺激時 :0.206±0.034(g)
で､B群は安静時 :0.133±0.032(g)､BPO刺激時 :0.157±0.038(g)､CO
刺激時 :0.174±0.045-(g)であった｡A群とB群間の唾液分泌量に有意差は認
められなかった (図9)｡
また､各刺激における男性群と女性群間の唾液分泌量を比べると､男性群は
安静暗 :0.161±0.032(g)､BPO刺激時 :0.218±0.034(g)､CO刺激時 :0.203
±0.034(g)で､女性群は安静時 :0.105±0.025(g)､BPO刺激時 :0.141±
0.038(g)､CO刺激時 :0.166±0.038(g)であった｡男性群と女性群間の唾液
分泌量に有意差は認められなかった (図10)｡
考察
唾液は､味覚の発現や消化に関与し､さらに口腔諸器官の運動を円滑にする
など､岨噂から嚇下のすべての過程において重要な役割を担っている｡ しかし､
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近年のス トレス社会､超高齢社会にあっては､唾液分泌が減少して､口腔乾燥
感や岨噂 ･嚇下のしづらさを訴えたり､誤喋性肺炎を患ったりする人たちが増
えている22)｡これらの人たちに対して､臨床では唾液腺 4)や口腔粘膜 5)のマッ
サージをしたり､舌 ･顎 ･口唇の運動 6)を行わせたりして､唾液分泌を促 して
いる｡ ところが､このような方法は､主に患者さんの意識レベルやADLが比較
的良く､自発運動が可能な場合に適応される｡
本研究では､指示に従ったり開口したりすることが困難な患者さんや､誤解
性肺炎の患者さんにも容易に適応できる ｢ニオイ｣刺激に注目し､まずは健常
者にBPOや COのニオイを短時間嘆がせて唾液分泌量の変化を調べた｡その結
果､それらのニオイを喚いでいる間､唾液分泌量が有意に増加することが明ら
かになった｡
これまで､唾液分泌量を調節することを目的としてニオイ刺激を行 うといっ
た､リハビリテーションや治療は行われていない｡今後さらに研究を進め､い
ろいろなニオイ刺激による唾液分泌調節作用の効果や特徴､要因等の詳細を明
らかにしていき､新しいリハビリテーション法の開発や人々の生活の質の向上
に繋げていくことは有益であると考えられる｡
1. ニオイ刺激 として用いたBPOの特性
喚細胞によってキャッチされたニオイの情報は､喚細胞の軸索を通って､直
接､喚球に送られる 18)｡このため､ニオイ刺激は､脳を活性化させるのに､他
の感覚刺激よりも効果的であると考えられる｡ ニオイの情報は､さらに視床下
部 ･視交叉上核の自律神経制御ニューロンに伝えられ､末梢の臓器 ･組織に投
射する自律神経活動も変化させるといわれている｡
本研究では､ニオイを喚ぐことにより､嚇下改善効果 13)､重心動揺安定効果
23)､食欲増進効果 14)など､種々の効果が得られると報告されているBPOを､
ニオイ刺激のひとつとして使用し､唾液分泌に及ぼす効果を調べた｡その結果､
BPOのニオイ刺激には唾液分泌促進効果があることが明らかになった｡
嚇下改善効果については､EbiharaT,etal.13)の研究によると､ADLの低下
した高齢者に､毎食前 1分間､BPOのニオイを暁がせることを 30日間継続し
たところ､嚇下に関与する大脳の島皮質と前帯状回の血流の増加､嚇下反射の
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潜時の短縮､1分間の不随意嚇下回数の増加､血清 SubstanceP(以下SPと略
す)の増加が認められたという｡
SPは生体に種々の作用を及ぼすが､迷走神経や舌咽神経の知覚枝に存在する
SPは､逆行性に咽喉頭や気管に運ばれ､喋下反射や咳反射の誘発に関与するこ
とが知られている 24)｡したがって､SPが減少すると､それらの反射がスムー
ズに起こらなくなることで､誤喋性肺炎につながる可能性が示唆されている25)｡
またSPは唾液分泌促進効果もあると報告されている26､27)ので､本研究で明ら
かになった BPO のニオイ刺激による唾液分泌促進効果のメカニズムを考える
上で､血清 SP濃度との関連についても今後検討が必要と思われる｡
EbiharaTらは､BPOのニオイを含ませたアロマパッチ (ネイチャーテクノ
ロジー株式会社製)を開発 し､喋下リハビリテーションの臨床に応用している
28)｡ また山際らの研究 11)において､BPOにより唾液分泌量が増加 したとの記
載はあるが､定量的評価はなされていない｡本研究により､BPOのニオイ刺激
により､唾液分泌量が増加することが定量的に解析されたので､この要因も嚇
下改善効果につながる可能性が考えられる｡
2.ニオイ刺激 として用いたCOの特性
本研究では､BPOの他に､アロマテラピーの分野で経験的に､唾液分泌促進
効果 12)や消化促進作用 29)があるといわれているCOをニオイ刺激として用い
た｡その結果､COのニオイ刺激により唾液分泌量が増加することが定量的に確
認できた｡さらにCO刺激時の唾液分泌増加量は､BPO刺激時の唾液分泌増加
量と有意差がなく､唾液分泌促進効果は同レベルであると考えられた｡
COはBPOと同様､カレー料理などに使用する香辛料の一つとして知られて
おり､健常者は経口的に摂取する機会が多いと思われる｡ COを2g経口摂取す
ると､その後 1時間以上､持続的に脳血流量が増加する 30)ことが報告されてい
る｡ COのニオイ刺激が嚇下に与える効果については報告されていないが､BPO
の場合と同様の機序､すなわち脳の血流増加や本研究で明らかになった唾液分
泌増加作用により､嚇下を改善させる可能性があるかもしれない｡
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3.ニオイ刺激の提示方法 ･時間
ニオイ刺激の提示方法については､刺激量や提示時間の統制､刺激の質の管
理等が容易ではない等の理由から､決まったものはないが､｢ニオイ紙法｣､｢ニ
オイ瓶法｣､｢ニオイ袋法｣など数種類の方法が有効な方法として提唱されてい
る 31)｡本研究ではムエツトを用いてニオイ刺激を提示したが､この方法は ｢ニ
オイ紙法｣に準じたものである｡ ｢ニオイ紙法｣においては､ニオイ物質の溶液
をつける量､ニオイ紙につける範囲 (先端からの長さ等)を決め､ニオイ紙の
先端から鼻までの距離や息の吸い方をある程度規定しておけば実験系として問
題がなく､閥値の計測さえも可能であるとされている32)｡ 本研究では､0.15ml
の溶液をムエツト (ニオイ紙に相当するもの)の先端約 40mmの範囲に染み込
ませ､鼻孔から約 30mmの距離に置いて､1回につき30秒間通常の呼吸で吸
入してもらう方法に規定して実験を行なった｡よって刺激の提示方法は適切で
あり､得られた結果も妥当性があると考えられる｡
ニオイ刺激の提示時間については､数分から数十分に設定している研究 7,32)
も見受けられる｡ 本研究では､予備実験の段階で､唾液分泌促進効果はニオイ
刺激を与えている間にのみ得られ､刺激を中止すると､その効果が消失するこ
とを観察していたため､ニオイ刺激 と唾液分泌量測定を同時に行 うことにした｡
唾液分泌量測定のためのワッテ法による唾液の採取時間は､適法では30秒間で
あることから､1回のニオイ刺激の提示時間もそれに一致させるために30秒間
とした｡また､本研究は BPOや COの確実な効果を見るために､濃度 100%
の純粋なアロマオイルを使用した｡そこで､被験者の安全性を十分に考慮する
ために､刺激は短時間にとどめることにした｡
4.ニオイ刺激の提示順の影響
本研究では､実験 Ⅰ､Ⅱともに被験者を層化無作為割 り付けによりA群､B
群の2群に分け､各群において2種類のニオイ刺激の提示順を逆にした｡提示
順を変えても結果に有意差がなければ､始めのニオイが残存して次のニオイと
互いに影響しあう可能性はなく､単一の刺激効果を見るのに適 した実験系であ
ることが確認できる｡
ニオイ刺激の種類を変える際のインターバルを10分として実験を行った結
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果､いずれの実験においても､A群とB群の唾液分泌に関する結果はほぼ同じ
で有意差は見られず､ニオイ刺激の提示順による影響はなかった｡このことか
ら､刺激と次の刺激の間隔を10分空けたことで､前のニオイ刺激の影響を排
除できたことが確認された｡
一般に､喚覚は他の感覚に比べて著しく疲労しやすく､同じニオイを喚ぎ続
けると数分のうちに感度が著しく低下してしまうといわれている33)｡このこと
は､先に喚いだニオイをリセットするのに､ 10分という時間で十分であった
ということを裏付けるものである｡ したがって､臨床でニオイ刺激を応用する
ような場合も､刺激直前まで強いニオイを喚いでいない限り､前のニオイの影
響は排除できると考えられる｡
5.安静時およびニオイ刺激時の唾液分泌量の性差
本研究では､安静時もニオイ刺激時も､唾液分泌量に性差はないという結果
になった｡
安静時唾液分泌量については､更年期の女性で同年代の男性より少ないとい
う報告があるが､本研究では平均年齢 21.8±1.2歳の男女を被験者としたために､
性差が生じなかった可能性がある｡
ニオイ刺激時の唾液分泌量の性差については､藤川 ら34)が､シナモン､ラベ
ンダーおよびレモンの3種類の精油のニオイを暁がせた時の唾液分泌量-の影
響を､男女別 (男性 7名､女性 12名)に調べた研究がある｡ その結果､女性
ではラベンダーが唾液分泌を促 し､男性ではレモンが唾液分泌を促すことが明
らかになり､アロマオイルの影響には顕著な性差があると報告している｡ また､
ニオイに関する研究を概観 してみると､おおむね女性のほうが男性よりもニオ
イに対しては敏感であるという見方がなされている｡ そして､小長井ら 8)によ
ればニオイの種類によっても生理学的な効果に性差があるものとないものがあ
るということである｡
BPOや COのニオイを用いて刺激 した本研究においては､刺激による唾液分
泌の増加量に性差はみられなかった｡よって､BPOや COは健康な若い人であ
れば性別に関係なく､唾液分泌量を増加させることのできるニオイ刺激である
ことが示唆される｡ 今後､異なる年代の人､特に更年期に相当する年代の人や
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高齢者においても､性別に関係なく同様の効果が得られるのか､調べてみる必
要がある｡
6.自律神経を介した唾液分泌の調節
消化液のうち､唾液は唯一､ホルモンが関与せずに､自律神経系のみによ?
て､その分泌が調節されている｡ 本研究において､アロマオイルのニオイを喚
ぐことで生じた唾液分泌量の変化も､自律神経を介 しての調節が含まれている
と考えられる｡ 自律神経が関与する反射性調節には､三叉神経一 自律神経反射
がある｡ これは､比較的強いニオイ刺激が鼻腔に到達した際に､鼻腔に分布す
る三叉神経終末が興奮し､反射性に唾液分泌量の調整が起こるというものであ
る｡ 唾液は､交感神経､副交感神経､どちらの神経系の活動が優位になっても
分泌されるが､副交感神経の活動が盛んなほうが､衆液性の唾液がより多く分
泌される4)｡
先の藤川 らの研究 34)では､ニオイ刺激時に心電図測定を行い､自律神経活動
を解析している｡ それによると､シナモンおよびラベンダーは､副交感神経活
動を高めるとともに､交感神経活動を低下させる作用が認められ､特にラベン
ダーでは､これら自律神経-の作用と唾液分泌促進作用との間に関連が藷めら
れたとしている｡このことから､ラベンダーのニオイ刺激は､主として自律神
経-の作用を介して唾液分泌を促進する可能性を示唆している｡ 一方､レモン
は副交感神経､交感神経ともに活性化し､唾液分泌促進作用がより著名である
ことから､自律神経-の作用を介して唾液分泌を促すだけでなく､喚覚-の刺
激および経験に基づく条件反射を介して唾液分泌を促進する可能性が示唆され
ている｡
本研究では､自律神経活動の情報が得られる記録は行わなかったので､自律
神経による調節がどの程度関与しているか等の詳細については不明である｡ 今
後､BPOや COのニオイ刺激で自律神経活動が､どのように変化するのか､合
わせて検討 し､唾液分泌量増加のメカニズムを検証していく必要がある｡
7.唾液分泌に対する認知的要因
食物に関連 した視覚､聴覚､喚覚､味覚等に関する経験に基づいた条件反射
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によっても唾液分泌が誘発されることが知られていることから､唾液分泌と認
知的要因との間には密接な関係があるとされている｡ たとえば､おいしいもの
を思い浮かべただけで､唾液が分泌される｡ これは扇桃体と前頭連合野を中心
に､摂食中枢である視床下部外側野とともに､唾液核の活動を高めて唾液分泌
を促 している4､32)からである｡今回ニオイ刺激として使用したBPOやCOは､
料理に香辛料として使用されているなじみの深いニオイと考えられ､食事場面
を想像することで､条件反射により唾液分泌が誘発された可能性もある｡
また個々のニオイ刺激に対して､各被験者が受ける印象も､唾液分泌に影響
を及ぼすと考えられる｡中林 ら19)はニオイ刺激の情報をあらかじめ教示すると､
そのニオイの印象がポジティブかネガティブかによって､ニオイ刺激に対する
感覚強度が変化すると報告している｡ そのため本研究では､ニオイを提示する
前に､何のニオイを喚いでもらうかを教示しなかった｡
一方､本研究では､実験開始前に被験者に対し ｢ニオイをかいでもらい唾液
分泌量を観察します｣とい う説明を行ったことから､ニオイ刺激で唾液分泌量
が変化するという先入観を与え､それが唾液分泌にも影響する可能性が考えら
れた｡そこで､そのような影響の有無を確認する目的で､無臭であるJOを対照
刺激として行ったところ､安静時の唾液分泌量とJO刺激時の唾液分泌量の間に
は有意差は認められなかった｡よって､先入観によって唾液分泌量が変化した
可能性は小さいと考えられる｡
おいしいものを思い浮かべると､脳は次に摂食の準備を開始する｡ この段階
では興奮性の情報が唾液腺の中枢に送られるものの､まだ抑制状態にあるため､
多量の唾液分泌を生じるまでには至らない 35)と考えられている｡ 実際の食事場
面では､この後､食物を口に取 り入れて､岨噂など顎を動かす動作が始まり､
口腔領域の機械的刺激や味覚刺激によって､さらに反射的に唾液分泌が生じる
ことが知られている 4)｡本研究では顎は動かさないようにして唾液分泌量を測
定しているので､このような岨噂唾液反射や味覚唾液反射は関与しておらず､
純粋にニオイ刺激により､唾液分泌量が増加 した分を記録したことになる｡
8.今後の展望
本研究は健常者を使用して行った実験であり､その結果をただちに臨床応用
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することはできないが､基礎データの提供としては有用であると思われる｡
唾液分泌量は少ないながらも､統計的な有意差は生じる程度の増加が観察さ
れた｡しかし､この程度の増加量が､岨噂 ･嚇下の円滑化や口腔乾燥感の改善
に､どのように役に立っかは､今後詳細に検討 していかなければならない｡そ
の際､刺激時間や刺激頻度を変えることで､唾液分泌の増加量を効果的に大き
くすることが可能かについても､検討していく必要がある｡
結論
健常成人に対し､BPOとCOのニオイを短時間嘆がせて唾液分泌量の変化を
調べた｡その結果､以下の結論を得た｡
1.BPOのニオイ刺激により唾液分泌量が増加することが定量的に確認できた｡
2.COのニオイ刺激により唾液分泌量が増加することが定量的に確認できた｡
3.BPO刺激時とCO刺激時の唾液分泌増加量には有意差がなく､BPOとCO
の唾液分泌促進効果は同レベルであった｡
4.BPOとCOのニオイ刺激による唾液分泌増加量に性差はなかった｡
今後さらに研究を進め､種々のニオイ刺激による唾液分泌調節作用の効果や
特徴､要因等の詳細を明らかにしていき､新しいリハビリテーション法の開発
や人々の生活の質の向上に繋げていくことは有益であると考えられる｡
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図 1 ステイク状ムエツト
先端約 40mmの範囲にニオイ試料を滴下した｡
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図2 鼻孔から約 30mmのところに実験者がムエツトを保持
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図 3 口腔底にロールワッテを留置
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実験Ⅰ 安静甲 A群:BPO刺激.
美即 安静暗 豆6分
思 思 想 #液真砂測定砂糖59濃走
A群:BPO湘汝
B群:CO刺汝
A群.:JO湘激刺激
A群:CO刺激
B群:BPO刺汝
ニオイ榊激 ニオイ鋼濠 ニオイ鵬濃 ニオイ朝濠
⊂===コ ⊂≡E ⊂=E ⊂E
襲液 59 唾液● ･＼襲液 ､重液
図 4 実験の手順
各項目における唾液分泌量はワッテ法で 4回ずつ測定しその平均値を測
定値とした｡
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図5 実験 Ⅰ:安静時､BPO刺激時､JO刺激時の唾液分泌量 (平均値±標準誤
差)
安静時 :0.111±0.014(g) BPO:0.164±0.021(g) JO:0.118±0.018
(g)
NS:有意差なし **:p<0.01 ***:p<0.0001
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図 6 実験 Ⅰ:A群 B群間の唾液分泌量比較 (平均値±標準誤差)
A群 安静時 :0.108±0.018(g) B群 安静時 :0.113±0.022(g)
BPO:0.153±0.025(g) BPO:0.175±0.035(g)
JO:0.112±0.022(g) JO:0.125±0.029(g)
NS:有意差なし
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図 7 実験 Ⅰ:男性群女性群間の唾液分泌量比較 (平均値±標準誤差)
男性群 安静時 :0.114±0.021(g) 女性群 安静時 :0.108±0.020(g)
BPO:0.160±0.030(g)
JO:0.129±0.029(g)
NS:有意差なし
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BPO:0.167±0.030(g)
JO:0.109±0.023(g)
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図 8 実験Ⅱ :安静時､BPO刺激時､CO刺激時の唾液分泌量 (平均値±標準
誤差)
安静時 :0.130±0.020(g) BPP:0.175±0.026(g) CO:0.182±
0 .026 (g)
N S :有意差な し **:p<0.01
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図 9 実験Ⅱ:A群 B群間の唾液分泌量比較 (平均値±標準誤差)
A群 安静時 :0.127±0.026(g) B群 安静時 :0.133±0.032(g)
BPO:0.176±0.031(g) BPO:0.157±0.038(g)
co:0.206±0.034(g) CO:0.174±0.045(g)
NS:有意差なし
35
? ? ? ??? ? ? ??
?????
♂♂O ｡P
図 10 実験Ⅱ:男性群女性群間の唾液分泌量比較 (平均値±標準誤差)
男性群 安静時 :0.161±0.032(g) 女性群 安静時 :0.105±0.025(g)
BPO:0.218±0.034(g)
CO:0.203±0.034(g)
NS:有意差な､し
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BPO:0.141±0.038(g)
CO:0.166±0.038(g)
Promotionofsalivationduetoodorantstimulationbyaromaticoil
-incaseofblackpepperoilandcardamomoiレ
Akiralto
DepartmentofEatingDisorderandDysphagla
TheUniversityofNigataRehabilitationGraduateSchool
Contributingtotasteperception,digestionandsmoothmovementoforal
organs,salivaplaysamajorroleinalprocessesfrommasticationto
Swalowing. Clinicaly,patientswithlowsalivarysecretionarereceivinga
massageofsalivaryglandsandoralmucosa,oraskedtoconductexerciseof
thetongue,Jawsandlipstopromotesalivaryflow.However,thesemethods
areapplicablewhenpatients-higherbrainfunctionisinrelativelysound
condition. Consideringuseofodorantstimulatiopthatcanbeeasily
appliedtopatientswithdifficultyinfolowingInstructionandopeningthe
mouse,theeffectofpromotiononsalivationbyodorantstimulationusing
aromaticoilwasinvestigatedinthisstudy.
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Fortythreehealthysubjects(male:18,female:25,meanage:21.8土1.2
years)withoutallergicdiseases,salivaryglanddiseases,symptomsof
Ⅹerostomia,parosmiaorsmelldisorderwereselectedthroughscreening
tests. Forodorantstimulation,100%aromaticoilsofblackpepperoil
(BPO),cardamonoil(CO)andodorlessjojobaoil(JO)wereused.Thearomatic
oilwaspaintedonsticktypesmelingstrips,andthentheywerepresentedatpositions
30mmawayfromnostrilsofsubjects,askingthemnormalbreathingtoinhaletheodor.
Salivaryflowratesweremeasured4timesforeachsubjectduringinhalationuslngthe
cotonmethodtoobtainmeanvalues. Toavoideffectsofperceptivefactorsexcept
forsmelingonsalivasecretion,thenamesofodorantsampleswerepresenteda洗er
testlng･
Asaresult,salivaryflowratesslgnificantlyincreasedatstimulationofBPO
(experimentI:0.164土0.021(g),experimentII:0.175土0.026(g))andCO(0.182土0.026
(g))relativetoresting(experimentI:0.111土0.014(g),experimentII:0.130土0.020(g))
andstimulationofJO(0.118士0.018(g)). Thereisnostatisticaldiferenceinincrease
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ofsalivasecretionbetweenBPOandCOstimulation.Inaddition,nogender
difTerenceinsalivaincreasewasobserved.
BPOisknowntoactivatetheinsularcortexandshortenthelatencyofswalowlng
reflexinthataromapatchofBPOhasbeenclinicalyappliedtoswalowlng
rehabilitation.Ⅰnadditiontothat,inourstudy,ltWasrevealedthatBPOandCOhave
promotioneffectsonsalivation.Infuture,byconductingdetailedstudiessuchas
Changlngthefrequencyandtimeperiodofaromaticstimulation,ltissuggestedthat
BPOandCOcanbeappliedtooraltreatmentinnewmethods.
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